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「岩戸北周辺地区」 

まちづくりニュース 

（令和３年３月発行） 

「岩戸北周辺地区」まちづくりニュースを創刊します 
この度、「岩戸北周辺地区」のまちづくり状況を地域の皆様にお知らせするため、まちづくり

ニュースを創刊しました。今後とも地域の皆様の御意見を反映しながら、当ニュースを適宜発行

してまいります。 

 

●「岩戸北周辺地区」のまちづくり 

狛江市では、調布都市計画道路３・４・16 号線（以下「調 3・4・16 号線」といいま

す。）の小田急線高架下から世田谷通りに接続する区間（以下「岩戸北区間」といいます。）に

ついて、道路整備事業の手続きを進めております。  

調３・４・16 号線の整備により、市内道路ネットワークの形成、防災安全性の向上等が期

待されています。 

 それに伴い、岩戸北区間の周辺地域における有効な土地利用や震災時に延焼被害のおそれの

ある木造住宅密集地域の解消など、将来に向けた良好なまちのルールづくりが必要であると考

えております。今後のまちの将来像などについて、周辺住民及び土地所有者などの地権者の皆

様とともに検討を進めてまいりたいと思いますので、御協力の程、よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号 

図 岩戸北周辺地区 
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●アンケート調査への御協力ありがとうございました 

皆様にまちづくりへの御意見を伺うにあたり、令和２年11月にアンケート調査を実施いたし

ました。結果について、御報告いたします。 

１．居住環境への印象 

問．居住環境周辺の生活環境の現状への印象についてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラス評価（満足・やや満足）TOP3 

１ ⑭日常の買い物の利便性（86％） 

２ ①日照や通風、採光などの住まいの住環境（84%） 

３ ②店舗・作業場からの騒音や振動などに関する住環境（80%） 

マイナス評価（不満・やや不満）WORST3 

１ 
⑨災害時の避難や緊急活動のできる生活道路の環境（65%） 
⑧まちなかでの自動車の使いやすさ（64%） 

２ ⑦まちなかでの自転車の使いやすさ（53%） 

３ ⑬子どもたちの遊び場・居場所などの利便性（51%） 

住環境 

自然・空間 

交通 
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13%

11%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

①日照や通風、採光などの住まいの住環境

②店舗・作業場などからの騒音や振動などに関する住環境

③前面の道路からの騒音や振動などに関する住環境

④まちの緑や自然環境

⑤公園・広場の使いやすさ

⑥まちなかでの歩行者の歩きやすさ

⑦まちなかでの自転車の使いやすさ

⑧まちなかでの自動車の使いやすさ

⑨災害時の避難や緊急活動のできる生活道路の環境

⑩空家など防犯面でのまちの環境

⑪高齢者の介護施設や病院などの利便性

⑫保育園などの子育て施設の利便性

⑬子どもたちの遊び場・居場所などの環境

⑭日常の買い物の利便性

⑮公共施設（市役所、地域センター）の利便性

⑯総合的に見たまちの住み心地

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

アンケート調査結果のまとめ 

●日常の買物の利便性や住環境への満足度は高いという結果になりました。 

●一方で、道路の利便性・安全性に対して不満を抱いている人が多いため、岩戸北区間及び

一の橋通り、二の橋通りなどの主要生活道路の拡幅や、災害時の避難や緊急活動ができる

生活道路の環境を整えることを視野に入れた検討が必要です。 

●また、子どもたちの遊び場・居場所などが求められていることから、人々の憩いの場となる

公園・オープンスペース等の確保を目指した検討が必要です。 
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２．「まちの将来像」－土地利用/建物の高さのイメージ 

問．検討地区を以下のように６つにエリ

ア分けした場合、各エリアについて、

まちづくりのイメージとして望まし

いと思われる項目をお答えください。  

 

 

 

 

 

 

 

●土地利用のイメージ               ●建物の高さのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①

11%

②

36%

③

43%

④

2%

⑤

8%

エリアＡ

①

13%

②

34%

③

42%

④

2%

⑤

9%

エリアＢ

①

12%

②

35%
③

40%

④

2%

⑤

11%

エリアＣ

②4～5 階程度（高さ 15ｍ程度）の中層建物が立地するまち 
①6～7 階程度（高さ 20ｍ程度）の中高層建物が立地す

③3階建（高さ 10ｍ程度）以下の低層の建物で構成されるまち 

④その他 
⑤無回答 

①

6%
②

18%

③

58%

⑤

13%

⑥

5%

喜多見駅周辺

②

18%

③

35%

④

37%

⑤

3%

⑥

7%

一の橋通り・二の橋通り

①

6

%
②

25%

③

34%

④

28%

⑤

2

%

⑥

5

%

岩戸北区間・世田谷通り

②6～7 階程度（高さ 20ｍ程度）の中高層建物が立地するまち 
①8 階程度（高さ 25ｍ程度）以上の高層建物も立地する

③4～5 階程度（高さ 15ｍ程度）の中層建物が立地するまち 
④3階建（高さ 10ｍ程度）以下の低層の建物で構成されるまち 
⑤その他 
⑥無回答 

①

20%

②

22%③

26%

④

19%

⑤

2%

⑥

11%

エリアＡ

①

18%

②

24%
③

23%

④

22%

⑤

1%

⑥

12%

エリアＢ

②戸建て住宅や小規模なアパートなどが調和して建つ住宅地 

①戸建て住宅が中心の住宅地 

③アパート・マンションや戸建て住宅が調和して建つ住宅地 

④住宅以外に小規模な店舗なども共存するまち 
⑤その他 
⑥無回答 

③

7%

②79%

⑤

7%

⑥

7%

岩戸北区間・世田谷通り

①13%

②65%

③2%

④11%

⑤

4%

⑥

5%

喜多見駅周辺

③

9%

②72%

⑤

9%

⑥

10

%

一の橋通り・二の橋通り

②  

①商業を活性化する店舗などが中心のまち 

③比較的大きなマンションが中心の住宅地 
④アパート・マンションや戸建て住宅が調和して建つ住宅地 

⑤その他 
⑥無回答 

①②③④がほぼ同率の結果となりました。 
②③が多く、５階建程度までの中低層建物が立地するイメ

ージが多いことが分かりました。 

アンケート調査結果のまとめ 

●「エリアＡBＣ」では、既存低層住宅地の環境を守りつつ、中低層の共同住宅も許容するよ

うな市街地の形成を視野に入れた検討が必要です。 

●「喜多見駅周辺」では、高さを抑えつつ、商業を活性化する店舗と住宅が共存する市街地の

形成を視野に入れた検討が必要です。 

●「一の橋・二の橋通り」「岩戸北区間・世田谷通り」では、高さを抑え住環境を守りつつ、

住宅と商業の建物が共存する沿道市街地の形成を視野に入れた検討が必要です。 

いずれも、「②住宅と生活利便機能を持つ店舗などが共存

するまち」が多くなりました。 

「喜多見駅周辺」では「①商業を活性化する店舗などが中

心のまち」を望む声も見られました。 

※既存の土地利用や用途地域の指定

状況から、 

「エリアA」「B」「C」と 

「喜多見駅周辺」「一の橋・二の橋

通り」「岩戸北区間・世田谷通り」 

で質問項目を一部変えています。 

①

13%

②

22%

③

21%

④

27%

⑤

1%

⑥

16%

エリアＣ

「喜多見駅周辺」では②③が多く、４～７階程度の中高層

建物が立地するイメージ、「一の橋・二の橋通り」では③④

が多く、５階建程度までの中低層建物が立地するイメージ、

「岩戸北区間・世田谷通り」では②③④が多く、低層建物

で構成されるまち、また、４～７階程度の中高層建物が立

地するイメージが多いという結果になりました。 
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３.「まちの将来像」－まちづくりの取組 

 各エリアについて、まちづくりの取組として重要であると思われる項目をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「エリア A」「エリア B」「エリア C」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ
リ
ア
Ａ 

１ ①建物の高さの抑制（13％，200票） 

２ ⑪敷地内の歩行者・自転車が安全に通行できる通路などの整備（12％，181 票） 

３ ③敷地内の緑の保全・緑化の促進（11％，174票） 

エ
リ
ア
Ｂ 

１ 
①建物の高さの抑制（12％，182票） 
⑨道路の歩行者空間の整備（12％，182票） 

２ ⑪敷地内の歩行者・自転車が安全に通行できる通路などの整備（12％，181 票） 

３ ⑦災害時に倒壊の危険性のあるブロック塀などの設置の規制（11％，164 票） 

エ
リ
ア
Ｃ 

１ ⑨道路の歩行者空間の整備（12％，178票） 

２ 
①建物の高さの抑制（12％，174票） 
⑪敷地内の歩行者・自転車が安全に通行できる通路などの整備（12％，174 票） 

３ ⑦災害時に倒壊の危険性のあるブロック塀などの設置の規制（11％，162 票） 

①建物の高さの
抑制 

 

②敷地境界から
の建物の後退 

 

③敷地内の緑の保
全・緑化の促進 

 

④住宅地にふさわ
しくない建物の
立地を防ぐこと 

 

⑤ミニ開発の規制 

 

⑥住戸面積の狭い
アパートなどの
建設の抑制 

 

⑪敷地内の歩行者・
自転車が安全に通
行できる通路など
の整備 

⑩沿道建築物の不燃
化による災害時の
避難路の確保 
（喜多見駅周辺除く） 

⑫生活利便施設(ス
ーパーなど )を建
てやすくすること 

 

⑬比較的大型の店
舗などを建てや
すくすること 

 

200

121

174

115

102

158

156

172

181

87

25

6

19

182

119

159

122

106

164

134

182

183

109

37

5

22

174

118

147

122

113

162

122

178

174

113

41

4

26

0 50 100 150 200

（票）

エリアA

エリアB

エリアC

①建物の高さの抑制 

②敷地境界からの建物の後退 

③敷地内の緑の保全・緑化の促進 
 

⑤ミニ開発の規制 
 

⑥住戸面積の狭いアパートなどの建設の抑制 

⑦災害時に倒壊の危険性のあるブロック塀などの設置の規制 

⑧公園や広場の確保 

⑨道路の歩行者空間の整備 

⑪敷地内の歩行者・自転車が安全に通行できる通路などの整備 

⑫生活利便施設(スーパーなど)を建てやすくすること 

⑬比較的大型の店舗などを建てやすくすること 

 
その他 

無回答 

※既存の土地利用や用途地域の指定状況から、「エリアA」「エリア B」「エリア C」と、「喜多見駅周辺」

「岩戸北区間・世田谷通り」「一の橋・二の橋通り」で質問項目を一部変えています。 

⑦災害時に倒壊の危
険性のあるブロッ
ク塀などの設置の
規制 

 

⑧公園や広場の
確保 

 

⑨道路の歩行者
空間の整備 
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●「喜多見駅周辺」「岩戸北区間・世田谷通り」「一の橋通り・二の橋通り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜多見駅周辺 

１ ⑨道路の歩行者空間の整備（17％，216票） 

２ ①建物の高さの抑制（16％，204票） 

３ ③敷地内の緑の保全・緑化の促進（15％，185票） 

「岩戸北区間・
世田谷通り」 

１ ⑨道路の歩行者空間の整備（15％，210票） 

２ ①建物の高さの抑制（14％，198票） 

３ ③敷地内の緑の保全・緑化の促進（13％，179票） 

「一の橋通り・
二の橋通り」 

１ ①建物の高さの抑制（15％，196票） 

２ ⑨道路の歩行者空間の整備（14％，192票） 

３ 
③敷地内の緑の保全・緑化の促進（13％，167票） 
④住宅地にふさわしくない建物の立地を防ぐこと（13％，167 票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

204

114

185

179

166

216

125

46

17

6

198

125

179

175

173

210

166

120

46

7

11

196

126

167

167

173

192

155

91

34

7

22

0 50 100 150 200 250

(票)

喜多見駅周辺

「岩戸北区間」「世田谷通り」の道路沿い

「一の橋通り」「二の橋通り」の道路沿い

その他 

①建物の高さの抑制 

②敷地境界からの建物の後退 

③敷地内の緑の保全・緑化の促進 

④住宅地にふさわしくない建物の立地を防ぐこと 

⑦災害時に倒壊の危険性のあるブロック塀などの設置の規制 

⑨道路の歩行者空間の整備 

⑩沿道建築物の不燃化による災害時の避難路の確保 
（喜多見駅周辺は除く） 

⑫生活利便施設（スーパーなど）を建てやすくすること 

⑬比較的大型の店舗などを建てやすくすること 

 

無回答 

アンケート調査結果のまとめ 

●「エリアＡ」「エリアＢ」「一の橋・二の橋通り」 

「①建物の高さの抑制」の意見が最も多くなりました。そのため、既存の住環境を保全しつ

つも、木造住宅密集地域の解消や災害等に対応した計画の検討が必要です。 

●「エリアＣ」「喜多見駅周辺」「岩戸北区間・世田谷通り」 

「⑨道路の歩行者空間の整備」の意見が最も多くなりました。歩行者や自動車等の交通量が

多くなる駅前や幹線道路では、それぞれが入り混じらず、適切な空間と動線の確保を目指し

た検討が必要です。 

●また地区全体として、「①建物の高さの抑制」「③敷地内の緑の保全・緑化の促進」「⑦災害時

に倒壊の危険性のあるブロック塀などの設置の規制」を望む声が多くなりました。 
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●アンケート結果を踏まえたまちづくりの方針 

アンケート調査を踏まえ、地区をエリア①～⑤および各路線の沿道エリアに分類し、まちづく

りの方向性を以下の通り設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●まちづくりのルールづくりについて 

岩戸北区間の整備にあわせて、地区のまちづくりの方針に基づき、検討地区内におけるまちづく
りのルールを変更します。沿道及びその周辺地域の有効な土地利用や、細街路の改善、木造住宅密
集地域の解消による防災性の向上等を目指し、それにふさわしいまちづくりのルール（例：用途地
域の変更、地区計画の導入等）を検討しています。 
 
用途地域：その地域において建築可能な建物の用途や建蔽（けんぺい）率、容積率などを定め、

住宅や店舗など建物の適正な配置を誘導することにより、良好な市街地を形成するも
のです。 

 
地区計画：ある一定のまとまりを持った「地区」を対象に、その地区の実情に合ったよりきめ細

かい規制を行う制度です。区域の指定された用途地域の規制を、強化、緩和すること
ができ、各街区の整備及び保全を図ります。 

 
●今後の検討の流れ（イメージ） 

「岩戸北区間周辺地区」まちづくり方針の策定は、以下のスケジュールで進める予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【お問合せ先】狛江市都市建設部まちづくり推進課都市計画担当 

〒201-8585 東京都狛江市和泉本町１－１－５ 

TEL：03-3430-1309 FAX：03-3430-6870 

Ｍail：tokeit01@city.komae.lg.jp 

 

【エリア①】○既存の住環境の保全 

【エリア②】  

○駅近の立地を考慮した住宅の高度利用化 

○基盤整備の促進 

【エリア③】  

○立地性を活かした商業機能の誘導 

○基盤整備の促進 

【エリア④・⑤】  

○立地性を考慮した住宅の高度利用化 

○基盤整備の促進 

地区計画と用途地域等の素案の作成 

まちづくり方針（案）の検討 

まちづくり懇談会の実施 

原案説明会 

都市計画法第 16 条に基づく公告及び縦覧 

都市計画法第 17 条に基づく公告及び縦覧 

都市計画審議会 

都市計画決定（地区計画、用途地域等の決定） 

地
域
の
皆
様 

アンケート調査による 

意見の反映 

原案の縦覧/意見の提出 

案の縦覧/意見の提出 

 
意見の把握 

令和２年度 

令和３年度 

令和４年度 

令和５年度 

 
沿
道
利
用
方
針 

調３・４・16 号線 〇中高層住宅、公益・交流
機能の立地誘導 

〇街路景観の形成 
〇延焼遮断機能の発揮 

調３・４・３号線 

一の橋通り 〇沿道サービス利用機能
の向上 二の橋通り 


